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五
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郵
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物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
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国
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印
刷
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電 話
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4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

八
月
十
四
日
付
第
一
七
一
号
三

一
七
三
号
六
四
ペ
ー
ジ
×
同
日

第
三
九
号
八
ペ
ー
ジ

二
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
第
一
七
二
号
四
三
二
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
第

付
政
府
調
達
第
一
四
九
号
五
六
ペ
ー
ジ
×
七
月
十
四
日
付
参
会

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

終
り
か
ら

七
二

一
六宗

全
君

宋
全
君

八
三

四商
業
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
商
経
ビ
ジ
ネ
ス
学

科

八
六

七看
護
士
専
門
課
程
看
護
師
専
門
課
程

終
り
か
ら

九
七
下

四看
護
士
専
門
課
程
看
護
師
専
門
課
程

九
八
上

三専
門
学
校
カ
レ
ッ

ジ
オ
ブ
キ
ャ
リ
ア

長
野
校

長
野
カ
レ
ッ
ジ
オ

ブ
キ
ャ
リ
ア

平成™˜年Ÿ月˜›日 金曜日 第œ˜š›号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
一
四
番
地
、
最
後
の

住
所
静
岡
県
熱
海
市
水
口
町
二
丁
目
一
五
番
八
〇
号

中
銀
ラ
イ
フ
ケ
ア
水
口
五
二
〇
八
号

被
相
続
人

亡

ˆ
橋

正
作

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
十
一
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
十
日
静
岡
家
庭
裁

判
所
熱
海
出
張
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
三
〇
番
一
四
e

一

二
〇
一
号

限
定
承
認
者

ˆ
橋

泰
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
日
野
市
百
草
九
九
九
番
地
、
最
後
の
住

所
東
京
都
日
野
市
百
草
九
九
九
e

二
七
九
e

二
〇
六

被
相
続
人

亡

後
藤
レ
イ
子

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
五
日
東
京
家
庭

裁
判
所
立
川
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

東
京
都
日
野
市
百
草
九
九
九
e

二
七
九
e

二
〇
六

相
続
財
産
管
理
人

後
藤

康
雄

限
定
承
認
公
告

本
籍
群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
本
宿
三
五
九
四

番
地
、
最
後
の
住
所
東
京
都
G
飾
区
奥
戸
五
丁
目
二

番
一
〇
号
シ
ャ
ト
ー
志
美
津
一
〇
二
号

被
相
続
人

亡

小
野

昭
吉

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
三
日
東
京
家
庭
裁
判

所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及

び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
大
宮
町
二
六
e

三
ア
ー
ベ

イ
ン
ビ
オ
川
崎
三
e

三
三
〇
七

相
続
財
産
管
理
人

石
川

京
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
梶
山
二
丁
目
七
八
二

番
地
の
六
、
最
後
の
住
所
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区

下
末
吉
五
丁
目
一
三
番
三
一
e

五
〇
四
号

被
相
続
人

亡

鈴
木

正

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
年
三
月
十
六
日
頃
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
四
日
横
浜
家
庭
裁
判

所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及

び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
五
五
番
地
弁
護
士
ビ
ル
八
階

限
定
承
認
者
鈴
木
正
男

代
理
人
弁
護
士

押
田

典
久

金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日
を
も
っ
て
金
融

商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
金
融
商
品
取
引
業
に
関

し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算
に
お
い

て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要
と
す
る

顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
二
番
二
号

ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
大
手
町
ビ
ル
十
四
階

バ
ン
ク
・
エ
ー
・
ア
イ
・
ジ
ー
（
証
券
）

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ロ
ビ
ン
ズ

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
る
債
権
者
保
護
公
告

当
法
人
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
三
日
の
総
社
員
の
同

意
に
よ
り
、
名
称
を
一
般
社
団
法
人
表
面
分
析
研
究
会
に

変
更
し
て
通
常
の
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
名
称
変
更
に
つ
き
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

東
京
都
港
区
高
輪
三
丁
目
六
番
七
号

無
限
責
任
中
間
法
人
表
面
分
析
研
究
会

代
表
社
員

田
沼

繁
夫

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
四
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
日
付
官
報
の
号
外
第
二

五
五
号
一
二
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
四
丁
目
六
番
一
号
九
段

シ
ル
バ
ー
パ
レ
ス
二
〇
二
号
室

エ
ス
エ
フ
・
ス
ピ
カ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

飯
村

忠
昭

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
億
三
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp

://w
w
w
.e
su
e
fu
.c
o
m
/se

v
e
m

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
三
番
三
号
廣
和

ビ
ル
九
階

エ
ス
エ
フ
・
セ
ブ
ン
特
定
目
的
会
社

取
締
役

三
浦

昭
彦

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
億
六
千
万
円
減
少
し

て
、
金
九
億
二
千
三
百
七
十
五
万
円
と
し
、
発
行
済
１
号

優
先
出
資
口
数
八
千
六
百
七
十
口
を
一
口
に
対
し
て
金
五

万
円
を
も
っ
て
千
二
百
八
十
口
有
償
消
却
し
て
、
七
千
三

百
九
十
口
に
す
る
こ
と
及
び
発
行
済
２
号
優
先
出
資
口
数

一
万
三
千
五
口
を
一
口
に
対
し
て
金
五
万
円
を
も
っ
て
千

九
百
二
十
口
有
償
消
却
し
て
、
一
万
千
八
十
五
口
に
す
る

こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
日

掲
載
頁

五
十
七
頁
（
号
外
第
八
十
四
号
）

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
一
番
四
四
号

白
瀬
特
定
目
的
会
社

取
締
役

久
保

孝
博

訂
正
公
告

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日
掲
載
の
合
併
公
告
中
、

「h
ttp

://w
w
w
.sta

r-
s.jp

/h
o
m
e
/in

d
e
x
.h
tm

」
と
あ
る

の
は
、「h

ttp
://w

w
w
.sta

rse
c
.jp

/in
d
e
x
.h
tm

l

」
の
誤
り

に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
一
丁
目
二
番
五
号

（
甲
）
ス
タ
ー
ア
セ
ッ
ト
証
券
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
中

功

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
一
丁
目
五
番
四
号

（
乙
）
ス
タ
ー
為
替
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤
不
三
夫

訂
正
公
告

平
成
二
十
一
年
八
月
十
一
日
（
号
外
第
一
六
八
号
）
掲

載
の
丸
栄
起
業
株
式
会
社
に
係
る
資
本
金
の
額
の
減
少
公

告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、「
代
表
取
締
役

島
田

和
長
」
と
あ
る
は
「
代
表
取
締
役

戸
澤

茂
」
の
誤

り
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

扱

店

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
四

十
七
号
（
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
（
号
外
第
三
十
八
号
）

文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
二
号
（
専
門
士
の
称
号
の
付
与

に
関
し
文
部
科
学
大
臣
が
個
別
に
認
め
た
専
門
士
と
称
す

る
こ
と
が
で
き
る
専
修
学
校
専
門
課
程
に
つ
い
て
そ
の
名

称
を
変
更
し
た
件
）

（
原
稿
誤
り
）

同
日
（
同
号
外
）
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
三
号
（
専

門
士
の
称
号
の
付
与
に
関
し
文
部
科
学
大
臣
が
個
別
に
認

め
た
専
門
士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
専
修
学
校
専
門
課

程
を
廃
止
し
た
件
）

（
原
稿
誤
り
）
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